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建設・上下水道関係 

件 名 北総鉄道線路脇の太陽光パネル設置について 

内 容 

 千葉ニュータウンの線路脇に太陽光パネルを見かけました。 

 私は橋の横から電車が通る風景が大好きで、そこに太陽光パネルが敷き詰められ

るとショックです。 

 あの線路脇は白井市に意見をする権利があるのでしょうか。 

 

回 答 

北総線線路脇の用地は、千葉県などが所有しており、現在のところ白井市内の当該

用地で太陽光発電施設を新たに設置する計画については把握しておりません。 

なお、市では、太陽光発電施設の設置も含め、一定規模の開発事業を行う事業者に

対し、白井市まちづくり条例により開発事業事前協議を義務付けており、必要な指導

等を行っております。 

 

 

 

 

 

件 名 白井木戸公園のバスケットゴール設置について 

内 容 

 白井市内の木戸公園にバスケットゴールをつけたいです。 

なぜなら、 近スラムダンクの映画を見て、バスケットボールをしたくなり、ミ

ニバスに入りましたが、練習が土曜日しかなくとても物足りなかったためです。 

さらに、新型コロナウイルスの流行により、運動不足になっているので体を動か

したかったことも理由の一つです。 

また、 近学校の授業でバスケをやっていて、興味を持つ友達が増えてきている

ので、みんなで楽しくバスケをできる居場所づくりをお願いします。 

 

回 答 

 市内の公園にバスケットゴールをつける場合、フェンスで囲い、ボールが外に出な

いような対策が必要となり、その分他の利用者が今よりも使いにくくなってしまいま

す。 

 また、皆さんに公園をより長く使ってもらえるように、今は古くなったすべり台な

どの遊具を直すことや、入れ替えを優先に行っています。 

 そのため、白井木戸公園にバスケットゴールを新しくつける予定はありませんが、

簡単なドリブルやパス回しの練習であれば公園でできるほか、市内には、別紙にある

とおりミニバスケットボールのチームがいくつかあり、中には、土曜日だけではなく、

平日や祝日も練習をしているチームがあります。興味がありましたら生涯学習課まで

お問合せください。 

 



件 名 復、神々廻方面の交通について 

内 容 

 掲題の件につき、申し上げたいと思います。 

駅の近隣に住んでいる人と元々白井のはずれに住んでいる人との間に交通格差が

あると思います。例えば市全体で交通の便が悪いのなら仕方がないと思いますが、

疑問を感じざるを得ません。例えばナッシー号の東ルートの 15 時～19 時の空白

を増便することはできないでしょうか？ 

少数の人間の意見をくみ取っていく市政を望んでおります。確かに白井は難しい

と思います。ただ駅近隣に住む恵まれた人たちのみフォーカスされる。それは良く

ないことだと思います。良い打開策を期待しております。 

 

回 答 

「ナッシー号」は、高齢者等の移動手段の確保や、路線バス等他の交通手段のない

交通空白地域の解消、公共施設の利用促進を目的として運行しているところですが、

利用者によって運行を希望する地域や時間帯がそれぞれ異なることから、これまでも

様々な地域から利便性の向上等の要望をいただいているところです。 

今後も、ナッシー号を含む公共交通全体としての利便性向上に努めてまいりますの

で、御理解、御協力をお願いいたします。 

なお、今回頂いた復、神々廻方面の交通についての御意見は、お名前等を伏せたう

えで、ちばレインボーバス株式会社とも共有させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

件 名 ガードレールの設置について 

内 容 

近所にも子供が 10 人程居てウチにも 2 人子供がいて再来年第二小学校に行く予

定です。 

通学路に歩道はありますがガードレールがありません。しかし、大型自動車が多

く通るので歩いて通学するのに危なく怖いと感じています。 

去年第一小学区にガードレールが取り付けられたので第二小学区にと子供達の安

全の為にガードレールを取り付けていただきたいです。宜しくお願い致します。 

 

回 答 

市の通学路の交通安全対策につきましては、白井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会から

頂いた通学路の安全対策の要望箇所について、白井市通学路安全推進協議会（白井市

教育委員会・白井市道路課・白井市都市計画課・白井市市民活動支援課・印西警察署・

千葉県印旛土木事務所・白井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会）が現地の確認・点検を行

い、交差点部の歩道を中心に車止めポールやガードパイプの設置などによる安全対策

を行っているところです。 

今後も、市民や白井市小中学校ＰＴＡ連絡協議会からの要望を聞きながら、道路交

通の安心・安全に努めてまいりますので、御理解くださいますようお願いいたします。

 



件 名 ドッグラン新設の提案 

内 容 

白井市に安全に利用できるよう登録制のドッグランを作ってもらいたいです。子

供が遊べる公園は、多くあるのですがペットも大事な家族です。誰もが安全で遊べ

るドッグランを作って欲しいです。 

駐車場、あるいは犬の頭数にたいしてお金を払うようにすればドッグランの管理

もできますし、白井市の収益にもなるのではないでしょうか？ 

今、家族の一員としてペットを迎える人が多くなりました。ペットを飼うこと

は、精神的に効果があると言われています。 

しかし、「飼ってみると大変だった」「飼い主の高齢化」などの問題もあります。 

肉体的、身体的な理由等から飼育放棄をする人も増えていることが現状です。 

自分自身も散歩していると高齢者が囲いのない公園でリードを外してボール投げ

を犬と遊んでいるケースを見たことがあります。今は問題が発生していませんが、

そこでは子供もよく遊んでいますし、何かで逃げて人に怪我をさせてしまったらど

うするのでしょうか？ 

白井市には、ドッグランがありません。私自身、印西市のドッグランに行ったり

もします。そこでは、犬も元気に走り回り、飼い主同士で悩み、相談等を話して飼

い主同士、犬同士でコミュニケーションもとれてとても楽しいです。 

印西市では、狂犬病予防接種済票、ワクチン接種の証明書を確認して利用登録し

てから利用するようにしているので安心です。 

駐車場あるいは、犬頭数にたいしてお金を払って遊ばせていますが、いっぱい来

ています。 

 

回 答 

ドッグランの設置については、飼い主のマナー向上やコミュニティの場の形成等の

効果が期待できますが、フェンス等により周囲を囲うなど他の利用者への制限が生じ

てしまうため、今後の公園のあり方を検討した上で整備していく必要があると考えて

おります。 

しかし、市では、公園施設長寿命化計画に基づき、令和２年度から既存の老朽化し

た遊具や公園施設の修繕、更新等を優先的に取り組んでおり、現時点でドッグランの

整備については予定しておりません。 

今後も、いただいた御意見などを参考にしながら、利用しやすい公園環境づくりに

努めてまいります。 

 

 


